
河川事業 一級河川揖保川水系 菅野川〔宍粟市山崎町木谷～市場〕

位置図

事業区間 ： 宍粟市山崎町木谷～市場
総事業費 ： 6.0億円
事業期間 ： R2～R6
事業概要 ： 護岸、河床掘削、井堰改築
延 長 ： 780m
費用便益比B/C： 2.7
整備目標 ： 昭和51年9月台風第17号と同程度

の洪水に対し浸水被害を軽減

出典：国土地理院ウェブサイト

事業概要

※工事は出水期（６月～10月）を除く

目 的

浸水による家屋・人的被害の防止

河川整備計画（H28）に基づく流下能力不足の解消

現況 計画

工程表

：流域界

：国道

凡例（菅野川）

：県道

：自動車専用道路

：未改修区間

：改修済み区間

：事業区間

事業内容 R2 R3 R4 R5 R6

測量・設計

護岸

井堰改築

河床掘削

：計画的に整備を
進める区間

護岸

横断図

事業箇所

市道（計画）市道（計画）

護岸 護岸
掘削

①昭和51年９月台風第17号や平成２年９月台風第19号等による浸水被害が発生して
いることから、流下能力不足を解消するため河川改修が必要である。

②過去の浸水被害に加え全国で局地豪雨が頻発しており、地元の河川改修に対する
要望が強い。また、事業区間沿川の人家連坦区域等に大きな浸水被害が想定される
ため、優先性は高い。

③河川改修に合わせて宍粟市が市道整備を計画しており、地域の安全性と利便性向
上のため、早期整備が必要である。

現況写真・被災状況

出典：国土地理院ウェブサイト

事業の必要性・優先性

平 面 図

① 木谷橋から上流向き(宍粟市山崎町木谷)

② 向イ市場橋から下流向き（宍粟市山崎町市場）

③ 台風17号(S51.9)による被害（宍粟市山崎町段）

護岸、河床掘削

井堰改築

凡例

浸水範囲（推定）

（H2.9台風第19号）

整備済み

市道（計画）

名称 浸水家屋 浸水面積

S51.9台風第17号 30戸 38.0 ha

H2.9台風第19号 28戸 37.0 ha

H16.9台風第21号 12戸 4.0ha

浸水実績(菅野川流域)


